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　背景・目的��
　大気エアロゾル粒子（微粒子）が保持する水は、その雲凝
結核能力、光学特性、化学反応性と密接に関係しており、エ
アロゾルが大気質や気候に与える影響を評価する上で重要
な物理量のひとつである。エアロゾル粒子の含水量は、その
化学組成によって決定される吸湿性により規定される。しかし、
エアロゾル粒子の様々な一次発生源と二次生成機構が存
在する都市域では、粒子の混合状態や生成変質過程は均
一ではない。このために、都市大気中において、エアロゾル
粒子の含水量を規定する要因は複雑であり、その特徴や大
気プロセスへの影響を大気モデルにより十分に評価できる状
況にはない。�
　本研究では、Ｈｙｇｒｏｓｃｏｐｉｃｉｔｙ Ｔａｎｄｅｍ Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ 
Ｍｏｂｉｌｉｔｙ Ａｎａｌｙｚｅｒ（ＨＴＤＭＡ）を使用して、都市大気エ
アロゾル粒子の吸湿成長因子を測定し、得られた測定結果
からエアロゾル粒子の含水量を求め、その特徴を明らかにす
る。さらにエアロゾル粒子中での水の分布に対するエアロゾ
ル粒子の混合状態の影響を定量的に調べ、そして実大気中
でのエアロゾル粒子の含水量の変動要因の解明を目指した。�
�
　内容・方法�
　本観測研究は、２００６年７月６日から２９日の期間に札幌市
内で、ＨＴＤＭＡを使用して乾燥粒径１００ｎｍと２００ｎｍの粒
子の吸湿成長因子を測定した。本研究では、事前加湿管を
使用してエアロゾル粒子の相対湿度を一旦９５％以上に上
昇させたのち、相対湿度調整部で相対湿度を＜１５％から＞
９０％まで増加させた。粒子の吸湿成長因子は、相対湿度の
変化に伴う粒径変化の度合いとして評価された。吸湿成長
測定はＨＴＤＭＡシステムの乾燥化を１時間かけて行った後、
相対湿度を２時間かけて増加して実施された。観測期間中、
このサイクルを連続的に繰り返し、５分ごとに分級される乾燥
粒径を１００ｎｍと２００ｎｍの間で切り替えた。両乾燥粒径に
対して得られた吸湿成長測定のデータの合計数はいずれも
１８６であった。��
　本研究では、得られた吸湿成長測定データを用いてエア
ロゾル粒子の含水量を乾燥体積で規格化した形で求めた。
相対湿度を関数とする含水量のパラメタリゼーションを実施し、
含水量の特徴およびエアロゾル粒子の混合状態の影響を
定量的に調べた。�
�
　結果・成果��
　乾燥粒径１００ｎｍと２００ｎｍの粒子の吸湿成長因子の測
定結果はいずれも、相対湿度４０-６０％付近からそれ以上では、
多くの場合で吸湿性が高い粒子と低い粒子の２つのモード
の存在を示した。エアロゾル粒子の含水量は、吸湿性が高

い粒子の吸湿特性を反映した結果として相対湿度に依存
する傾向を示した。得られた含水量のパラメタリゼーションを行っ
た結果、相対湿度を関数とする含水量の変化は、異なる吸
湿性を持つ粒子が混在しているにもかかわらず、単一吸湿
性パラメータB をフィッティングパラメータとしたＫｏｈｌｅｒ理論に
基づく変形式でよく表されることが分かった。個々の測定結
果に対して求めた吸湿性Bの平均値は、１００ｎｍ粒子よりも
２００ｎｍ粒子の方が大きかった。このような吸湿性の相違は、
２００ｎｍ粒子の乾燥体積あたりの水の保持能力がより高いこ
とを意味している。また、求められたBの値をもとに、１００ｎｍ, 
２００ｎｍ粒子に含まれる水溶性無機塩の体積混合比を得た。
得られた結果は他の報告値と比較すると平均的なものであっ
た。��
　一方、個々の粒子の含水量の違いを解析したところ、大気
中では、限られた粒子（平均して全個数濃度の１６-２０％）が
全含水量の半分の水を保持していることが示された。そして、
エアロゾル粒子の混合状態の変化に伴い、この粒子間の水
の分配が大きく変動することが明らかとなった。さらに、実大
気中でのエアロゾル粒子の含水量を推定した結果、大気の
相対湿度に加えて、粒子の吸湿性が、その含水量を決める
重要な要因となっていることが示された。��
　以上、本研究では、エアロゾル粒子の吸湿成長因子の測
定から、都市大気におけるエアロゾル粒子の含水量の特徴
および実大気中での粒子間の水の分配、含水量の変動に関
する有用な知見を得ることができた。これらの結果は、エアロ
ゾル粒子の光学特性、化学反応性が限られた粒子によって
支配されている可能性を示唆している。�
�
　今後の展望��
　今後は、得られたエアロゾル粒子の含水量と後方流跡線
解析を使用した空気塊履歴の関係を調べる予定である。また、
粒子中の有機物の組成・物理化学特性には未知な部分が
多く、有機物が粒子の含水量に対して寄与しているのか、し
ていないかという重要な問題がある。今後は、含水量の日変化、
季節変化の特徴および有機物と含水量の関係に着目して観
測研究を行う予定である。さらに、本研究において評価を行っ
た実大気中での粒子間の水の分配に対する混合状態の寄
与の程度は、あくまでも測定地点に限定したものであり、大気
輸送後の粒子間の水の分配に対しては、別の側面からの寄
与も考えられる。例えば、都市大気エアロゾルの長距離輸送
の過程で生じると思われる粒子の変質は、 粒子間の水の分
布の変化をもたらすと考えられるが、変質の程度は、個々の
粒子の特性、即ち、エアロゾルの混合状態によって異なると
考えられる。将来的には、本研究においては議論していない、
このようなエアロゾルの混合状態の役割についても評価が重
要になってくると考えられる。�
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